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FujioHara
WithregardtotherelationsbetweentheMalayanCommunistParty（MCP・Foundedin1930）and
theIndonesianCommunistParty（PartaiKomunisIndonesia・PKI・Foundedin1920），Onlyguidingrole
playedbythePKIleadersintheleftistmovementsinMalayaduringtheearly1920shavesofarbeen
analyzed・Inthisarticle，theguthortriestodepictthec0－0perationbetweenthetwoPartiesinyarious
fields as below．
I・MutualsupportpriortothedeclarationoftheEmergency（1948）．
1・SutanDjenainofthePKIandtheKesatuanMelayuMuda（YoungMalayUnion）
2・TheMCPandthePKIimmediatelyaftertheendoftheSecondWorldWar．
II．UnknownactivitiesoftheMCPmembersinIndonesia．
1・UntiltheestablishmentoftheRepresentativeOfhceoftheMalayanNationalLiberation
LeagueinJakarta．
2．0vertactivitiesoftheRepresentativeOfhce．
3・CovertactivitiesafterclosureoftheRepresentativeOfnce．
III・ActualrelationsthatbothParties’ofncialdocumentsimply．
はじめに
1920年代前半，タン・マラカ（TanMalaka．1896～1949）らインドネシア共産党（PartaiK。munis
Indonesia・PKI・1920年結成）幹部がマレー半島に来てマレー人社会に共産主義組織・運動を広めよう
としたが，植民地当局の厳しい弾圧にあったこと，保守的なマレー人への浸透は難しかったこと，など
のためにさしたる効果は収めなかった点については，既に幾多の研究がある．。1しかし，その後マラヤ
の共産主義運動が主に中国共産党（以後，中共と記す）の影響下に進められたためもあり，1930年に結
成されたマラヤ共産党（以後，マ共と記す）について，PKIとの関係が体系的に論じられることはなかっ
た。2・3のPKI指導者がある時期マ共に参加していた，あるいは指導層に加わっていた，といった指摘
が時たまマ共関係者の回想記に現われても，それが両党関係の研究に発展することはこれまでなかった
のである0また，青年マレー連盟KMM，マラヤ・マレー国民党MNPといったマレー人の左翼民族主
義運動の研究とマ共の研究とは別々になされるのが一般的で，PKI幹部が両者に同時に関与し民族主義
者，共産主義者のいわばちょうつがいの役割を果たしたことは，ほとんど論考されたことがない。マラ
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ヤからインドネシアに渡ってオランダとの独立戦争に加わった人々についても，KMMのイプラヒム・
ヤーコブ委員長（IbrahimYaacob．Yaakubとも綴る。1911～1979。1945年8月19日，日本軍機で
ジャカルタに逃れ，以後インドネシアに永住）のことはよく知られているものの，中にマ共関係者がい
たことに言及した研究は皆無に等しい。
1948年6月にマラヤに非常事態が宣言されてマ共はゲリラ活動に入り，植民地当局側の優秀な武力
に追い詰められて50年代半ばまでに主力は南タイに移動した。マラヤ国内に残された地下活動家幹部
の多くが徐々にインドネシアに逃れて密かに活動を続けた。1965年には，マ共傘下の統一戦線組織・
マラヤ民族解放同盟のインドネシア代表部が設置され，同年の9月30日事件まで公開活動を展開する。
早くからインドネシアに潜伏したマ共党員と同盟代表部とはどのような関係にあったのか，両者とPKI
との関係はどうだったか，同盟代表部はどのような活動をし，どのようにして閉鎖されたのか，などに
ついても，包括的にまとめた研究はない。
本稿は，このような歴史研究の空白を埋めるささやかな試みである。
I　両党の相互支援：非常事態宣言まで
ここでは，最近の資料に基づいて，1938年に結成されたマレー人左翼組織・青年マレー連盟（Kesa－
tuanMelayuMuda．KMM）とPKI指導者との戦前・戦中のつながり，およびKMMのいわば後身とし
て1945年9月に結成されたマラヤ・マレー国民党2とPKI指導者とのつながりについて簡単に触れた
後，マ共とPKIの主として「非常事態」までの関係についてやや詳しく検討、したい。
1インドネシア共産党のスタン・ジュナインと青年マレー連盟
KMMがスカルノの民族主義の影響を強く受けて結成されたことはよく知られているが，KMM党員
（1939年16歳で入党）で1945年5月にマ共に入党し1988年にはマ共委員長になるアブドゥラーC．
D．（AbdullahC．D．）は，KMM結成の背後にはスタン・ジュナイン（SutanDjenain．近年の綴りでは
Jenain）などのインドネシア共産主義者がいた，と述べている。3ァブドゥラーと，1955年に彼と結婚
した応敏欽（結婚後の名前はスリアニSurianiAbdullah）とは共に，同時か否かには触れられていない
が，ジュナインの養子になったという。4さらにアブドゥラーによれば，戦後，国民党結成後ジュナイン
はクアラルンプールの同党本部に足繁く来て党員の思想教育にあたった。本部の建物の名称（Rumah
Merdeka．独立の家），機関誌Suluh（葦火），機関紙Pelita（灯火）はジュナインの命名という。戦後は
マ共内でマレー人への影響力拡大を支援した，ともされる。5
KMM副委員長だったムスタファ（Mustapha Hussain）は回想記で，1930年代後半ジュナインから
常日頃政治教育を受けたことを記した6後，「ジュナインは我々に独立獲得のための政治組織結成の必要
を説き，KMM結成大会にも出席した」と述べている。7ムスクファは終戦直後英当局に対日協力の廉で
逮捕され1年はど拘留されていたが，戦後のジュナインについて，終始彼を気遣ってくれたこと，46，
47年頃元KMM党員の再結集とマレー国民党結成・強化の後ろ盾になったこと，国民党員中にはジュ
ナインとマ共とのつながりを警戒する者がいたこと，を記している。8
ジュナインはインドネシアの共産党蜂起（1926～27年）失敗後マラヤに逃れ，1930年代後半にはマ
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共中央委員だったとも言われる9が，ムスクファ回想記の注記は「ジュナインはマ共からはトロツキス・ト
と見られており，マ共党員ではなかった」10としている。ジュナインは日本のマラヤ侵攻直前にKMM
幹部100～150名と共にイギリス当局に逮捕され11，日本占領下ではKMM党員のマラヤ人民抗日軍参
加のために積極的な仲介役を果たしたという120他方，マ共政治局員の単汝洪（＝阿海）は次のように記
している。
ジュナインは抗日戦終了直後のマ共ヌグリ・スンビラン事務所代表の1人で，インドネシアに強
制送還された時（1948年6月の非常事態宣言時にイギリス当局によって逮捕されインドネシアに
送還された13…引用者）スカルノとアリミンの歓迎を受けた。1953年にモスクワでアイジット
（DipaNusantaraAidit・PKI書記長。のち議長…引用者）が阿海に会った際，アイジットから事情
の説明があった。阿海はアイジット，ニョト（Njoto．PKI第2副書記長）両同志にマ共はすでに
ジュナインのマ共党籍を回復した旨を伝えた02人はジャカルタに戻ると直ちに（PKIの？…引用
者）党籍を回硬LJ r元老派」の政治待遇を与え顧問に任命し上81958年代後半に病遷し，PKJと，
スカルノは盛大な葬儀を執り行った。14
ムスクファによれば，ジュナインはインドネシア送還後死去するまでジャカルタで，KMM委員長
だったイプラヒム・ヤーコブと共に暮らしたという。15イプラヒム・ヤーコブはインドネシアでPKIと
もマ共とも一線を画していたともされるから16，送還後のジュナインとPKIとの関係は最後まで必ずし
も良好ではなかったのかも知れない0ジュナインはマ共とマレー民族主義者をっなぐ上で重要な役割を
果たしたが，2つの共産党内部では微妙な立場にあったことが伺える。
2　戦争終結直後のインドネシア共産党とララヤ共産党
（1）マラヤのPKI指導者
終戦直後にマ共の指導に当った代表的なPKI指導者は，アリミン（Alimin Prawirodirdjo．1889～
1964）とモクタルディン・ラソ（MokhtaruddinLasso）である。
タン・マラカの自伝の中でアリミンは，1926年の蜂起計画についてタン・マラカの意見を聞くため，
その潜伏先のマニラに派達されたが，準備不足・時期尚早として自制を求めたタン・マラカの手紙を握
りつぶしたとして，不誠実な人間と非難されている。17戦後アリミンほ，PKI内で1949年のムソ
固uSS亘）‾書記長の死か‾ら‾51‾年訂アイづ了下の書記長就任まで最高指導者の堆位了さ葛言モ軒‾‾51年には
「極左」と批判されて失脚し，56年には「右派」と批判されて除名されたという。18
陳平書記長によれば，アリミンは戦後モスクワからの帰途マラヤに数ヶ月滞在し，マ共にインドネシ
ア帰還の手助けを求めた0その間に彼を講師としてマルクス主義学校を開き，マレー人民族主義者に出
席を働きかけたという019また，アブドゥラーC・D・によれば，1946年に開校したマルクス主義学校は
マ共マレー工作局が主宰したもので，アリミンの講義はまずクアラルンプールで，次いでジョホール，
ベラ，シンガポールでも行われ，受講者にはムサ・アフマド，アブドゥラーらマ共党員（マレー国民党
党員でもあった）の他，アイシャ・ガニ（AishaGhani・後のマレーシア政府保健相），ブスタマム（Ah－
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mad Boestamam）らマ共党員でない国民党幹部がいて，彼らの意識向上に大きな貢献を果たしたとい
う。20マ共覚史にも，「PKIの元老アリミン同志は，戦後の和平期（終戦から1948年6月まで）初期に
わが党のマレー人幹部培養を手助けした」21と記されている。
モクタルディン・ラソがマレー国民党の結党時の委員長だったことは，よく知られている。モクタル
ディンはマラヤに来る前，モスクワに（コミンテルンの関連で）18ヵ月滞在したことがあるという。22
アブドゥラーは，自身がKMM入党後モクタルディンの薫陶を受けたこと，モクタルディンが大戦末期
にマ共の覚学校と宣伝班に参画したこと，を明らかにしている。23国民党創設者の1人ブスタマムは，
モクタルディンが日本占領期にマラヤ人民抗日軍で活動を繰り広げていたこと，終戦直後，抗日軍本部
から出てきた彼に初めて会ったこと，ブスタマムらがイポーで創刊した新聞S祝α用動物融（人民の声）
と月刊英字紙l域αq手鞄境南に深く関わったこと，マレー国民党結党に際しモクタルディンは党名と
して「マラヤ社会党（PartaiSosialisMalaya）」を提案したがブスタマムの「マレー国民党」が採択され
たこと，を記している。24モクタルディンは両紙に資金を提供したが，「東南アジアで帝国主義を倒すた
め民族主義者を支援する」一というソ連の一戦術に基づき編集方針には一切介入しなかったという。25大戦
終結をはさんで各地で起きたマレー人，華人の衝突事件では，アブドゥラー，ジュナインらとともにマ
共マレー人幹部として調停に奔走したという。26
モクタルディンヘの批判的な回想もある。アブドゥラーが次のような点を挙げているのである。「モク
タルディンは国民党内の最左翼だった」27，「モクタルディンは機関紙にインドネシアのように王制を打
倒せよとの方針を掲載させた。ベラ州書記官だったザイナル（ZainalAbidin．国民党党員でアブドゥ
ラーの親族）から，『王たちには風俗習慣，宗教以外に権限はなく，イギリス政府から年金・手当てをも
らっているだけだから，王政打倒を言うのは独立運動にとって問題だ』との忠告を受けて検討を約した。
パバン，ベラ，スランゴールのスルタンは抗日闘争を支持したし，何人かのスルタンが暗黙裡にマレー
国民党に共鳴していた」28，「マレー国民党は独立闘争および独立後の国家においてラジャ（王），スルタ
ン（マラヤの9州にいる伝統的首長は，州によってラジャ，スルタンと名称が異なる・‥引用者）の地位
をどうするかを表明しなければならず，それはモクタルディンが委員長時代に明言していた明白な反国
王姿勢の誤りを正すことで遂行された」，「マ共マレー工作局ジョホール事務所で南マラヤのマ共責任者
をしていた際，ジョホールのスルタン・アブドゥラーにマ共，国民党のスルタンに対する政策を明らか
にし，モクタルディンがとった方針が誤りだったことを伝えた。スルタンはこれを歓迎し，密かに2覚
の運動や独立運動を支援すると述べた」29。アブドゥラーは，マレー国民党の当初の反スルタン方針を誤
りだったとし，その責任をモクタルディンに帰しているのである。
モクタルディンは1945年12月末に30，あるいは1946年初までに31，マ共にも国民党にも知らせる
ことなくマラヤを離れインドネシア（西スマトラ）に帰った。アブドゥラーは，この後のモクタルディ
ンの消息を全く聞いていないという。32
戦後初期にマラヤで運動に携わったこの他のPKI党員には，次のような人物がいる。
スパルト（Suparto）ことスライマン（Sulaiman）は，アリミンが帰国（1946年）に際し後任に指名し
たPKI幹部で，マルクス主義学校講師として各地を巡回した。33マ共の華人幹部の1人は，スノヾルトは
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PKI上級指導者で，マラヤ滞在わずか2ヵ月で植民地当局によって逮捕されインドネシアに強制送還さ
れたようだ，34　と記している。マ共のマレー人女性幹部で1965年に民族解放同盟インドネシア代表部
員としてジャカルタに派遣されたシャムシア・ファケー（ShamsiahFakeh）は，同年WakParto（パル
ト伯父さん）と呼ばれるスノ1ルトに再会したという35。
ジョバン（Johan）という人物についてもいくっかの言及がある。彼はPKIの華人党員で，1946年に
マ共マレー工作局が設置された際教材集めを手助けした36。1948年5月末から6月にかけてパバン州
トゥムルロー（Temerloh）にマレー人マ共党員を集めて武装訓練兵営（KemSeTMalaya）を設置した時
インドネシア代表として加わった37。1949年5月21日に結成された民族解放軍第10支隊の本部役員
となり，設立式で自らの作曲になる「マラヤのゲリラ隊」（BarisanGerilaMalaya）を披露した38。1950
年初めに，当局軍の待ち伏せ攻撃により死亡した39。1979年5月21日の10支結成30周年を期して出
版された，戦死した多くの英雄的隊員を記録した文書のなかでは，ジョバンは「マラヤ解放のために革
命的生涯を捧げた，インドネシア出身のプロレタリア国際主義者」と称えられている40。
アブドゥラーC・D・の回想記には，ビザル田血rAI皿ad）というマ共，＿PKl両党員の労働運動指導者
が登場する。ビザルは，全マラヤ各民族各業総工会（PanMalayanGeneralLabourUnion．PMGLU．
KesatuanBuruhBerbilangBangsa）（1946年2月，マ共の指導により結成・‥引用者）の副委員長だっ
た0411947年に全マラヤ職工連合総会（PanMalayanFederationofTradeUnions．PMFTU）（この年
2月にPMGLUを改編・改称したもの。マ共の指導下にあることに変りなかった・・・引用者）傘下の全マ
ラヤ・マレー人労働組合（KesatuanBuruhMelayuSe－Malaya）がクアラルンプールで大会を開いた際
シンガポール代表として出席し，「労働組合は多種族的なものであるべきだ」とマレー人部門の設置に反
対した。アブドゥラーC・D・は「イギリス植民地主義者はマレー人労働者と非マレー人労働者を分断し
ようとしている。我々がマレー人労働者を掌挺しなければ彼らが掌握するだろう」と反駁し，その意見
が採択された。ビザルはマレー人労組のシンガポール支部長になった。アブドゥラーが後にクアラルン
プールのマルクス主義学校でアリミンの講義を聞いた際ビザルも出席し，アブドゥラーを見て初めて彼
も共産党員であることを知り労組大会での批判を詫びた。非常事態宣言後逮捕され，インドネシアに強
制送還された。4265年にジャカルタに民族解放同盟（1949年2月1日に結成されたマ共傘下の統一戦
線組織）インドネシア代表部が設立されると，終始その活動を支援した。43
1948年7月16日に多くのマ共幹部と共に逮捕され，非常事態宣言後初のマレー人絞首刑者となっ
たマ其区委了下ケナフ1瓦bd面「互d云盲云）「こ丁とマテアて真価「m云面面手指「‾嘗時スランゴ二＝ノレ州カ‾ジャシ
（Kajang）に住んでいたが，PKI党員でマラヤ定住後マ共，マレー国民党に入党し，処刑時にはまだ20
歳余りだったという。44
アブドゥラーによれば，国民党指導者でマ共軍事訓練学校（SekolahPartiKemSe－Malaya）でも学ん
だブルハヌディン・タヒル（BurhanuddinTahir．通称タハルディンTaharuddin）は，ベラ州生まれで
PKI党員ではなかったようだが，非常事態宣言直後にクランタンで逮捕され，インドネシアに強制送還
された。45マ共マレー工作局中央委員のサムスディン（SamsuddinSalleh）は，子供をスマトラ留学に連
れて行ったまま，非常事態宣言で帰国できなくなった。両者はスマトラからマラヤの革命運動支援を続
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けたという。46
以上がマラヤの左翼運動に加わった代表的なPKI党員（党員と確認できない左翼も含む）だが，一般
的にマラヤのマレー人左翼運動には多くのインドネシア出身者が加わっていたようだ。1946年2月に
マレー国民党の青年部として結成された「先覚青年団」（AngkatanPemudaInsaf．API）の1946年12
月現在の会員2560人中には，ベラ，マラッカ，パバン在住の多くのインドネシア出身者がいたとい
う47。マラヤ民族解放軍には多数のPKI党員が参加していたともいう48。
KMM創設者の1人でマレー国民党の第3代委員長となったイシャク（IshakHj．Muhammad．Pak
Sakoとも）は，1948年7月に非常事態下で逮捕され53年11月まで獄中にあったが，同じ監獄に収容
さていた政治犯の多くがジャワ，スマトラ出身でインドネシアへの送還を求め，当局がこれを認め多数
がインドネシアに帰った，と述べている。49ムスクファによれば，ペナンのバリク・プラウ（BalikPu－
lau）のマレー国民党党員の多くは党旗（インドネシア国旗と同じ）に愛着を持っアチェー出身者だった。50
アブドゥラーは，マラヤの労働者の大半は華人　インド人だったが，一部にマレ一系労働者もおり，そ
れはインドネシアからの移住者だった，一一と述べている51。マテヤの▼左翼運動の担い手にイーンドネシア出
身者が多いのは，マレ一系労働者階級が主にインドネシア出身者で構成されていたからだ，ということ
になる。アブドゥラーはまた，スランゴール州ジュンデラム（Jenderam）にはインドネシア出身の革命
的青年が多く，11名の青年が逮捕され，逮捕を逃れた何人もがインドネシアに赴いて支持を求めた，同
地の住民約1500人は，1951年に住居を焼き払われ「新村」に強制移住された，とも述べている。52こ
うしたインドネシア出身者社会に，PKIの影響力は大きかったのであろう。
（2）インドネシア独立闘争支援
青年マレー連盟（KMM）のイプラヒム・ヤーコブ委員長が終戦直後シンガポールからインドネシアに
逃れインドネシア独立運動に加わったことはよく知られているが，彼に近いKMM指導者が他に何人も
同じ道をたどっている。中でも第1書記のハッサン（HassanHj．Manan），中央委員でイプラヒム・ヤー
コブの義兄・オナン（OnanHj．Siraj）はイプラヒムと同じ日本軍機でインドネシア入りした。53　しかし
彼らはマ共党員ではないので，ここでは立ち入らない。
マレー国民党の指導者の中にはマ共党員が多かったが，そのうちの何人かがインドネシアに移住して
独立闘争に参加した。
マレー国民党の結成時の副書記長で，モクタルディン失踪後の指導部改編で1946年半ばまでにブル
ハヌディン（BurhanuddinA1－Helmy）委員長の下で書記長となったズルキフ．）（ZulkifliAuni．Zulki＿
flie Ownieとも）は，スマトラ生れで戦前KMMに入党し，抗日戦中にマ共に入党して大衆工作に携
わった。しかしマレー国民党書記長就任後間もなくインドネシアの革命闘争に加わるためマラヤを離れ
た。54同党の初代書記長ダバリ・アリ（MohammedDaharibinHj．Mohd．Ali）も，ズルキフリより前に
インドネシアの革命闘争への参加を表明して党職を離れ，インドネシア入りした。55ズルキフリ書記長
の下で副書記長となったマザ（M．Maza）もズルキフリとともに辞任してインドネシアに渡った。56こう
した動きを総括してアブドゥラーは，「反帝精神を持っ多くの人々，とりわけインドネシア出身者は，イ
ンドネシアの革命に参加するため志願してインドネシアに帰った。…マ共中央は，スカルノ，ハッタに
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指導されたインドネシア人民の革命を断固支持することを決定した」57と述べている。マ共も実際に「相
当数の（Sejumlah）」義勇軍をインドネシアに派遣したという。58マ共覚史も，「インドネシア人民の反オ
ランダの正義の闘争を支援するため，一団（一批）の党員を派遣した」59と記録している。マ共はインド
ネシア革命支援のための組織を結成した，60ともされる。アブドゥラーが言う「独立インドネシア支援
会」（PembantuIndonesiaMerdeka）61がこれにあたるのかも知れない。シンガポールのマ共指導下の
港湾労働者が，ビザルの指揮のもと，オランダ船の荷役を拒否し，無為に引き返させたことも何度か
あったという。62インドネシアのハッタが，KMMの元中央委員でマレー国民党とも近かったアブドゥ
ル．カリム（AbdulKarimRashid）を通してマ共に武器供与を要請し，アブドゥラーが秘密組織を通じ
てクアラルンプールから武器を送ったこともあったという。63
1948年の武装闘争開始までは，マ共がインドネシアの闘争を支援する立場だったのである。
（3）マ共幹部のインドネシア訪問
マ共シンガポール事務所事務局長だった応敏欽（後のスリアニ）は，1947年半ば，左派華人の指導
者！蔚玉燦（SiatlWGiok、Tjhan）とPKI指導者の招待を受けてィ、ン＿ドネシアを訪問，A8年初ま＿で同国
に滞在し，独立運動指導者との交流を深めた。この間，独立2周年記念日にはスカルノに会った。また，
当時少数民族担当相だった青の依頼で，ラジオを通して華人にオランダ植民地主義者反対，インドネシ
ア共和国支持を訴える華語放送を行ったり，PKIの華人指導者TanLingChe（インドネシアの当時の
綴りではTanLingDjie。陳葬如）64の要請で毎晩ジョグジャカルタの「インドネシア共和国放送局」か
ら評論を放送したりした。この時東ジャワ各地を案内したOeyHayDjoen（黄海春）はのち国会議員に
なり，2005年には『資本論』インドネシア語訳を完成させたという。65
II　マラヤ共産党員のインドネシア滞在：非常事態宣言後の両党関係
マラヤで次第に弾圧が強まりついには1948年6月に非常事態が宣言されると，それまで合法活動を
していた人々は，密林に入ってゲリラとなるか，都市部などに残って密かに地下活動に従事するかの，
いずれかの任務を与えられたようだ。しかし，ゲリラ勢力が国内での戦闘の行き詰まりから拠点を南タ
イに移したように，地下活動も年々困難になって多くの「地下」分子が海外への転出を余儀なくされる。
また，マラヤ南部に残ったゲリラで南タイに移動できなかった人々は，他に撤退先を探さなければなら
なかった。彼らの最大の転出先がインドネシアだった。ここでは，彼らがいっどのようにしてインドネ
シアに儲肝し‾たか「イブ‾ドネ‾ケアでほぞのまう頂活動J‾‾生活をじ‾た奉「PKI‾ほぞのまう宜彼らと関わら‾
たか，あるいは関わらなかったか，を見たい。
1民族解放同盟インドネシア代表部設立（1965年6月）まで
陳平書記長はその回想記で，次のような事実を明らかにしている。「1951年にシンガポールの党機構
が一斉弾圧を受けたため，顔を知られた活動家は総て安全な地域へ撤退するよう指示した。インドネシ
アに行った者もいたし，中国に行った者もいた」66，「シンガポール市委（CityCommittee）の幹部が一掃
された後，市作業委（CityWorkingCommittee）と改称した。楊果マ共副書記長が殺害された（56年8
月）後，市作業委幹部の何人かが身の安全のためにインドネシアに渡った」67，「1957年初，マラヤに残
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された総てのゲリラ部隊をインドネシアに送ることを考え，実際何人かが武器を持たずに個々に船でイ
ンドネシアに密入国し始めた」68，「1958年末から59年初頃，ペナンに残っていた30人のゲリラ部隊
は党の命令で解散し，10人ほどがシンガポールに，20人ほどがアチェーの反乱分子に手数料を払うな
どしてインドネシアに密航した」69。
（1）最初の渡航者
マ共党員の回想記に現われる最も早いインドネシア渡航は，次のようなものである。
マラッカの残存ゲリラ部隊は，1951年，合法的な身分証のある者は大衆の中に戻り，ない者はス
マトラに密航することになった。数名がまずインドネシアに行ったが，身分証がないため中国大使
館に行くしかなく，そこで証書を発行してもらって中国に帰った。53年に別の3人がマラッカから
スマトラに密航したが，警察に捕まってメダンに護送された。そこで同じような「密航客」（倫渡客）
に何人も会った。中国駐メダン領事館の沈一帆先生が中国の社会主義建設への参加を勧めて証書を
ー1－T発行してくれ一十何人かがナ緒に船で中国一に帰ったd70
この頃，インドネシアにマ共党員の渡航を手助けする系統的な組織網はなかったことが見て取れる。
PKIとの協議を経てインドネシア入りが計画されたのではなかったのだろう。
（2）マ共幹部のインドネシア渡航
マ共幹部でインドネシアに最も早く秘密裡に渡航したのは，管見の限りではスディン（AbdullahSu－
din）と張堅（黄民弓釦，窟忠謙（張忠良）である。
スディンはシンガポール生れで，父はタイ人。1940年代初にKMMに，45年末にマレー国民党，マ
ラヤ民主同盟に，40年代末にマ共に入党し，びわISαれ強面抄紙に勤めた。52年，シンガポールで警察
の手入れを逃れ，マ共の命令でインドネシアに渡った。インドネシアでは地下党組織の資金基盤強化，
PKIとの連絡，インドネシア政府有力者に対する統一戦線工作，マラヤからの留学生に対する工作，な
どを行い，在インドネシア・マラヤ青年協会（PersatuanPemudaMalayadiIndonesia．P2MI）を結成
した。65年に民族解放同盟インドネシア代表部が設置されると代表部員となり，同年の9・30事件後イ
ンドネシア当局によって逮捕され，66年12月に他の代表部員と共に中国に送られた。71
マ共シンガポール学生委員会委員だった張堅，虐忠謙も52年にシンガポールに渡った。両者は以後
何度かシンガポールとの間を行き来して活動した。72
マ共シンガポール市委壊滅後のシンガポールにおける実質上の最高責任者だった余柱業（EuChooi
Yip）は，1953年，マ共南マラヤ局（当時の責任者＝書記は何浪）と楊果副書記長の命令でインドネシア
に渡った。インドネシア行きに関する余の回想の要旨は次のようなものである。
学生党員と相談した結果，インドネシアからシンガポールに留学していた学生73が案内してくれ
た。当時検査はさほど厳しくなく，メダンからシンガポールを経てジャカルタに行く乗客の切符を
手に入れてもらってジャカルタ入りした。そこでメダン居住者の出生証を買った。妻の曽愛善も53
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年5月にジャカルタに来た。、以後13年間ほとんどジャカルタにいて，覚の工作の他，生活のために
貿易会社の英文事務員，経済誌記者，国立ラジオ局の翻訳員（インドネシア語を華語に），などをし
た01959年にはリアウに連絡所（交通端）を設けた0当初党員は11，12人だったが，シンガポール
社会主義戦線結成（1961年）頃の大量逮捕後，何十人にもなった0活動は2，3人の「小組」単位
で行い，横のつながりはもたなかった0当時インドネシアは中国と友好関係にあり，華人は熱烈に
中国を支持していたが，我々は大使館との連絡は避けた○中国のマ共本部代表部との書信連絡はあ
り，彼らは我々何人かがインドネシアにいることは知っていた。スディンが，大戦中にマラヤから
日本軍によって労務者として連れてこられたまま残留したかなりの数のマレー人やマレー人留学生
に働きかけた他PKI青年部とも関係を築いた0しかしPKI指導部とはなかなか連絡は取れなかっ
た。
1957年半ばに訪中▼したが，その前に中国駐在のマ共代表が，訪中したアイジットPKI書記長に
会った際，我々何人かがインドネシアにいることを告げた。アイジットの使いが我々のところに来
て，PKlとの正式な関係が打ち立てられた0ただし，－→般的な相互扶助にとどまり，一直接の関係は
余りなかった0この頃，マ共本部との直接の連絡は出来ず，PKIのある同志に手紙を渡して中共に
届けてもらい，中共からマ共に手渡してもらう，というまわりくどい方法だった。マレーシア・イ
ンドネシア「対決」後になって初めて，PKIとの関係が密接化した。74
1957年には，余出国後のシンガポールにおけるマ共責任者だった方壮璧がインドネシア入りした。
連絡員が同行し，リアウ諸島，ジャンビ（中部スマトラ）を経てジャカルタに着き，余に会った。余，
張聖，方から成る「3人工作組」を結成してシンガポールの活動を指導することになった。方はシンガ
ポールで指揮をとることになり，リアウ諸島での連絡待ちなどに1月かかって58年初にシンガポール
に着いた0同年3月にリー・クアンユウ（李光耀）との最初の会談を持った・（以後，マ共rplen．全権代
表」としてリーとの交渉に当たったことはよく知られている‥・引用者）。61年末に「3人工作組」の意見
に基づいて在シンガポール幹部の撤退を開始し，63，64年までに50人余りが撤退を完了した。75
万はインドネシアに戻ったが，76年に訪中した76後，77年後半に「リアウ諸島を出発しジャカルタか
ら幾多の国を経て，バンコク経由で」南タイの根拠地に入った。77
陳剣の余柱業略伝は，インドネシアにあったマ共幹部の活動，戦略について，要旨次のように記して
余が57年に訪中した際，マ共国外政治局書記の小張（章凌雲）に情勢報告を行ったところ，小張
はリー・クアンユウとの協力を賞賛した0中共対外連絡部の黄薇（マラヤ，フィリピンなどで活動
したことのある帰国華僑…引用者）らから手厚い接待を受け，各地を案内された。インドネシアに
戻った後，「マ共駐インドネシア・シンガポール支部」を結成し，余が支部長，張堅，窟忠謙が委員
となった。
1956年初に楊巣副書記長が，そして57年にマ共中央が，54年の学生運動や55年の大規模なス
－29－
原　　不二夫
トライキを極左冒険主義と批判したことを受け，さらには余とマ共国外政治局書記との討論内容に
基づいて，マ共駐インドネシア・シンガポール支部はリー・クアンユウとの反植民地統一戦線結成
の方針を採択，「3人工作組」結成後，方にリーとの関係修復のための全権を授けた（方が「全権代
表」とされるのはこのためだろう…引用者）。当時，人民行動党左派はリーに不信感を抱いていた
が，マ共指導部は彼に幻想を持っていた。後に多くの左派人士が「虎に皮をくれと言って殺された
ようなものだ（虎謀皮）」と回顧している。
1959年に余，張聖はマ共中央委員に任命された。61年には，シンガポールからの撤退のため，
リアウ諸島のモロ（Moro）島の写真店とタンジュン・ピナン（Tanjung Pinang）の雑貨店に連絡所
を設けた。同年末，余が再び訪中して陳平書記長に会った際，陳平は駐インドネシア・シンガポー
ル支部をマ共南マラヤ局とし張聖を書記，余，方を委員とする旨を伝えた。61年7月に人民行動党
は分裂し，左派は8月に社会主義戦線（BarisanSosialis）を結成した（登録承認は9月17日…引用
者）。63年の総選挙前の2月，人民行動党は大逮捕作戦（OperationColdStore）によって左派分子
100余名を逮捕した。方，陳新喋，黄信芳ら60人近く（下記参照…原）が前後してインドネシアに一
逃れた。63年10月，南マラヤ局が改組され，余が書記，張，方が委員になった。64年半ばには，
党員のジャカルタ集中を避けるためとマラヤでの地下活動再開準備のため，スマトラのメダン，ア
チェp，パガン・アピ・アピ（BaganApiApi），リアウ諸島のビンタン（Bintan）島，バクム（Batam）
島などに人を派して新拠点，新連絡所を築こうとした。同年末，7人の同志がメダンからアチェ一
に向かう途中，マレーシアのスパイと疑われて拘留され，PKIを通じて説明したが要領を得ず，警
察に裏金を払って出獄させた。78
7人逮捕事件については，余自身が「インドネシアでの公開活動前のことで，7人の任務はマレーシア
に人員を潜入させるための拠点作りだった。PKIのニョトを通じてスカルノ大統領に頼み，大統領が釈
放を命じたが軍警は釈放しなかった。留置は何年にも及んだ。当時インドネシアでは汚職がはびこって
おり，最後には賄賂を払って出てきた。その後皆安全にインドネシアを離れた。大部分は中国の放送局
（「マラヤ革命の声」放送局を指すと思われる。…引用者）に行き，何人かはタイ・マレーシア国境に行っ
た」79　と語っている。
黄信芳は，シンガポールの農民運動，労働運動の指導者で，1959年に人民行動党から立法議会議員に
当選，63年9月「マレーシア」成立直後の立法議会選挙では社会主義戦線から当選したが，10月8日
に逮捕状が出され，同様に逮捕状の出された陳新畷議員とともに同年11月，シンガポールからの最後
の一組としてインドネシアに渡った。タンジュン・ピナン島に1ヶ月余りいて偽名の出生証明，国籍証
などを取得，1万トン級の客船でジャカルタ入りした。80
上記の「60人近く」の中に，インドネシアから後に南タイに渡ってゲリラ闘争に加わり今は南タイの
入植村に住む方明武，魂庚春両氏，南タイからクアラルンプールに戻った方山氏，などの半公開地下運
動（学生運動，農民運動，労働運動）指導者がいた。彼らのインドネシアでの活動については，後にや
や詳しく触れる。
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2　民族解放同盟インドネシア代表部
マラヤのラーマン首相が61年にマレーシア結成構想を発表したのに対して，インドネシアのスバン
ドリオ外相は63年1月「対決」（Konfrontasi）政策を表明し，以後両国の関係は急速に悪化した。それ
に伴い，マラヤ政府打倒を目指して闘っていたマ共は・インドネシアのスカルノ政府とスカルノ政府を
支えるPKIにとって次第に貴重な同盟者になったはずである0こうした点について，余柱業は先に引用
した部分に続いて要旨次のように述べている。
（1）余柱業の見た代表部
「対決」後，マ共とPKIとの関係はとりわけ公開活動で密接化した。それまでは密かに活動するし
かなく，勢力保持にとどまっていたが，この機を利用して合法的な地位を勝ち取ろうとし，宣伝を
拡大した0民族解放同盟駐インドネシア代表部は，PKIが一緒にインドネシア政府に掛け合って認
められたものだ0南ベトナム民族解放戦線（代表部）にならった，小規模な大使館のようなものだっ
た0我々の任務は，マ共の武装闘争を宣伝して国外への影響を広めること，在留マレー人の問にマ
共支持組織を作ることギったo PKI系，インドネシア国民党系の諸組織と協同機構（Badan－K。r＿
jasama）を設立した0代表団員はPKIの組織した各種の活動に参加し，国際会議にも同行した。ヘ
ルシンキの世界平和大会（1965年6月），ガーナのアジア・アフリカ連帯会議，アルジェのアジ
ア・アフリカ会議，東京の平和会議，などである0カイロに行ったこともある。旅費はPKIが持っ
てくれた。
一部のマラヤの地下組織代表も，マラヤ国内ではマ共と連絡が取れないとして訪ねてきた。全部
がマ共関係者だったわけではない。インドネシア政府の支援で降下訓練を受けて帰国し地下活動に
入った者もいる0インドネシア政府に利用され，後にインドネシア政府内の親マレーシア特務に殺
された者もいる。
同盟代表部の公開活動は数ヶ月ばかりだったが，大変忙しく，宣伝効果があり，在留マラヤ人に
影響を広めた。インドネシア政府は我々を利用してマレーシア政府を打倒しようとし，我々は彼ら
の庇護を利用して公開活動を進め宣伝を広めようとした0インドネシア政府は，象徴的な経費を
払ってくれた0経費は，自分たちで働いてまかなった部分もあるが，多くの部分はPKIが持ってく
れたoPKIを通じて声明を発表したこともあるし，PKIの文書の英訳を我々が手伝ったこともあ
る。
インドネシア政府はタイ・マレーシア国境のマ共本部に人を派遣して共同でラーマン政府打倒を
図ろうとしたが，マ共本部はこの提案を呑まなかった0利用されて馬鹿を見ることを恐れたからだ。81
最後の，マ共がインドネシア政府を全面的には信頼していなかった点については，方壮璧も後に，イン
ドネシアで武装訓練したマレー人をジョホール州に降下させたようなやり方には不信感を持っていた，82
と証言している。
（2）シャムシア・ファケーの見た代表部
民族解放同盟インドネシア代表部の設立にまっわるインドネシア国内の経緯は上記のようなものだっ
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たが，中国から派遣されたシャムシアはもう一つの経緯を記している。シャムシアはその後マ共を除名
されたためか，回想記は覚の正当性にとらわれず自由に胸中を語っているように見える。彼女の回想記
には次のようなことが記されている。83
ムサ・アフマド・マ共委員長が1964年11月，イプラヒム・モハマド（IbrahimMohamad．
シャムシアの夫で，1957年以来ともに中国に滞在…引用者）と共に25～28日にベトナムのハノイ
で開かれる「ベトナム人民を支援しアメリカの侵略に反対する国際会議」に出席し，その後インド
ネシアに行くように，との決定を伝えた。ハノイで，マ共ベトナム駐在代表のSiao（Siouとも）
Mien（シャムシア回想記華語訳本［2007］p．99では粛敏［音訳］となっている），中国代表団，イン
ドネシア代表団のスロソ（Suroso）にインドネシア行きの手筈を頼んだ。スロソは広州で待っよう
に言い，65年2初に外交官旅券を届けてくれた。待ちかねるようにして出発し，ジャカルタの空港
には，スディン，PKIのニョト第3副議長（当時ニョトは第2副議長だった…引用者）の他，記者
Fを含む多数が出迎えて‾くれた。‾－
65年5月にガーナのウィネバ（Winneba）で開かれたアジア・アフリカ人民連帯会議に，イプラ
ヒム・モハマドと余柱業が出席した84。
6月2日に記者会見を開いて，イプラヒム・モハマドが民族解放同盟インドネシア代表部設立を
公式に発表した。団長はイプラヒム・モハマド，副団長は余柱業，書記はスディン，団員はシャム
シアだった。85　この日以降，代表部はインドネシア政府に公認された。
代表部開設後，アイジット議長，ニョト，スロソに会見し感謝を伝えた。PKIから小型自動車と
事務所を供与された。大衆組織，とりわけPKI系大衆組織から広範な支援を受け，その重要な集会
には招待されて演説した。
同年6月20日には抗英武装闘争開始17周年記念集会をジャカルタで主催し，イプラヒム・モ
ハマド代表の報告，PKI青年合唱団のマラヤ革命歌上演，アイジット議長の演説などがあった。演
説の後会場からは何度も「アイジット万歳」の叫びが上がった86。
7月21日には代表部開設記念招待会を開き，ハイルル（KhairulSalleh。通常ChaerulSalehと
綴る…引用者）第3副首相，ダルマ（Dharma）退役空軍将軍，PKIのロクマン（M．H．Lokman）第1
副議長らが出席した。
8月にはイプラヒム・モハマドと私が東京の第11回原水爆禁止世界大会に出席した。
インドネシアにはすでにスディンの指導する「マラヤ青年協会」（PersatuanPemudaMalayadi
Indonesia．P2MI）があって，部数300はどの月刊紙7bnahAir（「祖国」の意・・・引用者）を発行し
ていたし，イプラヒム・ヤーコブ元KMM委員長の指導する「マラヤ独立運動」（GerakanKemer－
dekaanMalaya）もあった。GKMは後二つに分裂した。民族解放同盟代表部はP2MI，GKMと密
接な関係を築き，65年9月29日に「マラヤの真の独立のための協働機構」（BadanKerjasamaun－
tukKemerdekaanSejatiMalaya．BKKSM）87を結成した。結成にあたって晩餐会を催し，OiChu
Tat（黄白達。当時のインドネシア綴りではOeiTjoeTat．インドネシア国籍者協議会Baperki指導
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者でインドネシア覚Parindo副委員長でもあった・・・引用者）大統領府相も出席した。この年，イン
ドネシアに亡命していたアザバリ（Azahari．1962年12月にブルネイ反乱を指導したブルネイ人
民党委員長で「北カリマンタン統一革命政府」首班…引用者）にも会った。
同年の9月30日事件の後，10月半ばには団員4名がバリとジャカルタで開かれた「外国軍基地
に反対する国際会議」に出席した。会議にはスカルノ大統領も出席しイプラヒム・モハマドと話し
をした。
（3）民族解放同盟代表部員の逮捕
このようにインドネシア政府，PKIの後ろ盾を得て在留マラヤ人の間に影響力を拡大していた解放同
盟代表部は，1965年9月30日に起きたインドネシアの政変でスハルト将軍が実権を握り左派勢力の
徹底的な壊滅に乗り出すと，4人の代表部員全員が逮捕され（ただし，代表団事務所で働いていた何人
かは情勢の緊迫を見て身を隠したため無事だった88）解体されてしまう。また，マ共関係者の多くは代表
部公認期にも公然たる活動は避けていたためト逮捕を免れた。
4人は65年11月17日夜代表部事務所で一斉に逮捕された。スディン夫人，余夫人は連行されな
かった。シャムシアは逮捕について，要旨次のように記述している。
逮捕の何日か前，軍人が事務所に来て「秘密放送を行っている」と中傷して脅したので，中に入
れて調べさせた。放送施設などないことを納得した。拘留後，資金の出所，PKIとの関係などを訊
かれた。「資金は香港経由で来ている。インドネシア人民の精神的支援を求めているだけで，インド
ネシアの内政には関与していない。総てのイスラム政党，民族主義政党と友好関係を持っているだ
けだ」と答えた。マラヤ共和国の一員と称する人々も何人か，情報員として獄中にいた。89
余柱業の回想には，逮捕に関して一層興味深い背景が語られている。要旨は次の通りである。
9月30日政変後，イプラヒム・ヤーコブが密告した。我々の合法活動期にはイプラヒム・モハマ
ド団長が彼に連絡し，彼は反英，反ラーマンでの協力の意向を示した。共産党とも往き来があった。
しかし政変後は一変して共産党とは一切関係ないと言い，大変な反共になった。彼は我々について，
共産党で‾PKI‾の手先「PKI‾を支持‾して政変寸瑚百わ‾花 た。それで我々は捕まった
のだ。事件の前，不利な動向を想定してスディンが「自分があとを見るから皆隠れろ」と勧めたが，
私は「我々は公明正大な代表団だ。突然逃げたら罪を恐れて逃げ出したようでよくない。政変に参
加していないのだから，逃げなくていい。彼らの来るのを待とう」と言った。
私の妻とスディンの妻がベトナム大使館，南ベトナム解放戦線代表部に救助を求め，彼らがベト
ナムへの政治亡命を認めると言ってくれた。インドネシア政府とベトナム大使館との長い交渉の
未，1年後の66年11月に釈放されてベトナム大使館に2週間泊り，当初はベトナムに行く予定
だったが，途中プノンペンで中国行きを告げられた。ベトナムは，戦闘中で滞在すれば不便をかけ
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るとして，あらかじめ中国政府と話をっけてあったのだ。広州を経て北京に着いた。90
イプラヒム・ヤーコブの9・30事件直後の不審な行動については，ムスクファも，後述の方山も，言及
している○ムスタファによれば，ペナンのバリク・プラウのマレー国民党指導者ハルン（HarunbinHj．
Putih）が1975年に，「インドネシア・マレーシア『対決』開始後6年間インドネシアに住み，スカルノ
大統領の支援の下で『マラヤ共和国』独立運動を続け，ラジオ放送で同共和国の独立を宣言した。イプ
ラヒム・ヤーコブに会ったが，彼はその時私を無視した。スカルノ失脚後イプラヒム・ヤーコブに警察
に連れて行かれ，逮捕された」と語ったという。91
イプラヒム・ヤーコブの伝記には，この点について要旨次のように記されている。
「対決」期にイプラヒム・ヤーコブが夕食会を催し，自分（著者バクティアル）も出席した。何人かの
「マラヤ共和国」指導者や多数のマレー人留学生が招待された。程なく「共和国大統領」と伝え聞いてい
たハルンがやって来た。イプラヒムは「知らない者も招待した。大いに食べて欲しい」と言って政治的な
発言は一切しなかっ1た。参加者が反ラーマーン上されて国内で困難な立場に置かれる－ことを避けたのだ。92
この伝記の著者は，イプラヒム・ヤーコブとPKIとの関係については要旨次のように言っている。
PKIの9・30事件による政権奪取が失敗した後，イプラヒム・ヤーコブは，PKI党員でもないし
その影響を受けたこともなく，逆に反共であることが明確になった。彼は政治活動を始めた時から
一貫して民族主義者だった。インドネシアの「新秩序」体制が確立して以来「対決」は終結し，イ
プラヒムとジャカルタに住むその仲間は大声で笑い祝福した。共産主義者と帝国主義著しか喜ばな
い戦争と流血は，「対決」期間中起きなかったからである。93
同じ著者によれば，イプラヒム・ヤーコブはスハルト政権の外相に就任したアダム・マリク（Adam
Malik）と親しく，また，1947～49年に中部ジャワの山岳地帯で共にゲリラ戦を戦ったスハルトとも親
しかったという。94
9・30事件で立場を豹変させたのか，あるいは終始反共だったのか，筆者には判断しかねる。ただし，
上記の伝記でもイプラヒム・ヤーコブがブルネイ人民軍のインドネシアにおける代表者（Mandat）を務
めたとされている95ことからも明らかなように，彼が「対決」期間中「マレーシア」反対の様々な勢力と
深いっながりを持っていたことは事実である。
この項の最後に，マラヤ民族解放同盟中央委員会がこの事件をどのように捉えたかを見る。中国の
『人民日報』1965年12月31日が，同盟が北京で発行していた『馬来亜蔵言』（ルねJのα乃肋乃如γ）12月
号に載った12月5日付の同盟中央委員会声明を転載している。そこでは，「インドネシア右派の敵対行
動に強く抗議する」との見出しのもとに，要旨次のように述べられている。
インドネシアの陸軍兵が11月17日夜，マラヤ民族解放同盟インドネシア代表部事務所に聞大
して，団員4名を逮捕し財物を持ち去った。この行動は厳秘のうちに行われた。これは，インドネ
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シア右派集団とイプラヒム・ヤーコプらマラヤの裏切り者とが結託した腹黒い陰謀の一環である。
これら売国分子はマラヤ独立運動促進を装って百方手を尽くしてマラヤ人民の民族解放運動を破壊
しようとしている。彼らは，あろうことか悪辣な談話を発表し，同盟代表部と9月30日運動とが
「関係ある」などと中傷した。『パンチャシラの火』也♪fb乃CαSiα？パンチャシラは，インドネシア
の建国5原則…引用者）などジャカルタの反動紙が10月21，22日に待ちかねたようにこの裏切
り者の談話を発表したのは，偶然ではない。
我々の代表部は公式に設立されたもので，インドネシア政府と人民の完全な許可，支持を受けて
いる。インドネシアの官庁，大臣，官吏，各大衆団体，政党の歓迎を受け，様々な組織の代表が代
表部がジャカルタで主催した各種集会に参加した。
今回の手入れと逮捕は，インドネシア人民の願望に背き，インドネシア政府の宣言した政策に背
くものである。同盟はインドネシア政府に最も強い抗議を行い，4人の即時釈放，安全の確保，行動
の自由，財物の即時返還を求める。世界人民に，我々の正当な要求を支持するよう呼びかける。（強
′，調は引用者）
イプラヒム・ヤーコブが，マ共党員であるスディンらが協力を求めた当初から「反共」の立場を鮮明
にしていれば，このように裏切り者，情報提供者と非難されることはなかったであろう。彼の立場の一
貫性を主張するのは難しいように思える。
3　民族解放同盟インドネシア代表部閉鎖後の活動
逮捕・留置され国外退去処分となった同盟代表部員4人を除いて，インドネシアにいた数十人のマ共
関係者はその後も密かに活動を続け，1970年代末までにまた密かに中国や南タイに向けて出国するこ
とになる。PKIは9・30事件で壊滅させられたから，以後は同党からのいかなる支援もあり得なかった。
ここでは，代表部閉鎖後の指導部の状況と，2，3の幹部の足取りとについて触れる。余柱業によれば，
インドネシア在留のマ共関係者は，1人が病死し何人かが活動を離れた他は，いずれもが任務を全うし
ての離国だった96。
（1）指導部のその後
代表部員4人の逮捕後，1963年にシンガポールからインドネシアに戻っていた方壮璧が，インドネ
シアでの活動の責任者になった。
陳剣‾に‾ま‾和焉「万はち5‾年末に密死語酢FL‾〒陳平ま「「自問協議t，シンガポールにおける今後の闘
争方針とマ共の新任務について重大な決定を行った。そこでは従来の路線を「右傾保守主義路線」とし
て斥け，「議会闘争は幻想であり，大衆を動員して大々的に街頭行動を展開しなければならない」との
「極左政策」（院外闘争路線）が採択された。方のインドネシア帰来後，66年には，文化大革命の影響を
受けてマ共駐インドネシア・シンガポール支部内部で「斗批改」運動が起き，黄民強（張堅），虐忠謙，
張泰泉らが批判された。
70年末には方は再び訪中して陳平に会い，インドネシア帰国後「斗批改」を「整風運動」と改め，「老
郷に帰し北上させる」（打回老家，動員北上）新方針を実施した。長い時間を掛け茨の道を乗り越えて，
－35－
原　　不二夫
50余名の幹部が南タイの根拠地を目指して北上を始めることになった。インドネシアに残ったのはわ
ずか数名だった。97
方自身は，先述のように77年後半にインドネシアを離れ南タイ入りした。
（2）そのほかの幹部の行跡
黄信芳は，その回想記のなかで，インドネシアでの活動について次のように記している。
9・30事件以前も，黄，陳新燦両者は，顔を知られていたから表立った活動は出来ず，同志の家に
潜伏していた。事件後はこの家を出て各地を転々，紡績工場助手，石鹸工場労働者，漁師（魚を獲
りながら，実は帰国のための連絡網樹立を図った）になったり，食料品店経営，養鶏を行ったりし
た。多くの同志もジャカルタから郊外，あるいは外島に移った。9・30事件後覚はマラヤに帰る政策
を打ち出したが，帰国しても道は開けず，主要幹部2人は逮捕された。文革の影響で批判を受けた
同志は，帰国を渋った。
最後の出国工作の責任者になったのは黄と老張－（黄民強）だった。黄自身は1978年末に，正式申
請なら2万5000ルピアのところ20万ルピア払って手に入れたニセ旅券でインドネシアを離れ，
79年に香港，マカオを経て中国入りした。マ共中央代表の阿焔や中共対外連絡部の黄薇から激励を
受け，同年中にタイ国境の根拠地に入った。98
方明武氏は，1960年代にシンガポールで労働運動を指導していたが，リー政権の弾圧を逃れてイン
ドネシアに渡り，70年代に南タイに移って張佐指揮下の突撃隊に加わった。99
魂庚春氏（1929年生れ）は，筆者に次のように証言した。
1952年から地下活動に入り，55年からはペナンで，57年からはシンガポールで活動した。62
年半ば，大量逮捕の情報で夫人と共にインドネシアに渡った。ジャカルタ，バンドン，ボゴール，
スカブミ（Sukabumi・西ジャワ），メダン，トゥルク・ブトン（TelukBetong．スマトラ），リアウ
諸島などを2，3年ごとに移動し，インドネシアのニセ公民になって雑貨店，漁師，新聞社広告員，
養鶏などをして生計を立てた。資金のもとでは部隊から渡され，稼いだ金の一部を部隊に送った。
李兵（方壮璧）が連絡員であることを知っていたが，連絡は出来なかった。PKIとは，指導者は連
絡していたが自分たちとは連絡はなかった。
79年に，組織の手配でインドネシアの旅券で出国し，香港，マカオを経て80年に中国に入り，
同年3月南タイの根拠地に着いた。100
方山（李其木とも。1938年生れ）氏の証言は，次の通りである。
1962年に南洋大学歴史地理系を卒業し，すぐに地下活動に入った。63年，結婚直後にマ共の指
令で方壮璧と一緒にインドネシアに渡った。商業学校やPKIの「人民大学」で学んだことがある。
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『忠誠報』という新聞を発行した0スカルノ大統領の中国語の先生（補司老師）をしたこともある。
イプラヒム・ヤーコブは，「抗英写真展」などで協力したが，スカルノ失脚後変節し，我々に反対
するようになった。
9月30日事件は，我々の活動には大きな影響はなかった0終始地下活動だったからである。ジャ
カルタ，バンドン，メダンなどで露天商，漁師などをした。ニセの身分証が簡単に手に入り，65枚
も持っていた。75年にマ共に入党した。
75年のベトナムの南部解放でドミノ理論が実証されると思ったが，情勢は一向に好転せず，逆に
ベトナムのカンボジア侵攻で「社会主義陣営」は雲散霧消した。ベトナムとは疎遠になり，構想の
建て直しを迫られていた77年に，中国に行くようにとの通告があって，78年末に中国に渡り，「革
命の声」放送で働いた。81年にインドネシアの旅券で空路マニラ経由バンコクに行き，そこから汽
車，自動車を乗り継いで同年中に南タイの根拠地に着いた。夫人は83年末に根拠地入りした。101
こうして，東南アジアにおいて有利な状況が生まれる日が来ることに望みを託してインドネシアで
細々としかし辛抱強く続けられていたマ共の活動は，終った。
III　公式文書から見た両党関係
ここでは，かつて公表された書簡，党首脳の演説などから，マ共，PKIの関係がどのようなものだっ
たかを探りたい。
1「マレーシア」をめぐって
『人民日報』の明確な反マレーシア報道は1963年3月19日のアイジット議長の演説の紹介が最初
で，翌20日にはマラヤ社会主義戦線（SocialistFront），全マラヤ・イスラム覚（PartiI。1amS。＿
Malaya・PAS）などマラヤの野党指導者の反マレーシア運動が報じられた。以後9・30事件まで，『人民
日報』にはスカルノ大統領やアイジット議長の激しい「マレーシア粉砕」演説が頻繁に登場した102。マ
ラヤ民族解放同盟中国代表部の機関紙肋Zのα乃肋乃抜けの反「マレーシア」論評も，インドネシアの闘
争の紹介に比べれば数は少ないものの，63年10月8日，64年4月9日，7月17日，65年2月4，8
日に報道されている0ところが，マ共そのものの「マレーシア」反対論評については，1964年10月5
日に掲載されたマ共の中共中央宛て「中華人民共和国建国15周年」祝電（9月15日付）の中で，「最近，
わが国人民， 北カリマンタン人民インドネシア人民の，新植民地主義の産物“マレーシア，，に反対す
る闘争の中で，中国人民は断固として我々の側に立ち，英帝国主義が画策し米帝国主義が支持する陰謀
を暴露している」と述べていることが紹介されているのみである。マ共中央は63年9月20日に「“マ
レーシア”問題に関する声明」を発表しマレーシア反対，スカルノ支持を表明している103が，これはな
ぜか『人民日報』では報道されなかった。
陳平書記長は回想記の中で，マレーシア結成に反対した主な理由として，リー・クアンユウがマ共載
滅のために画策したものであること，華人が不利な立場におかれること，を挙げているが，義勇兵送り
込みなどのスカルノの政策については懐疑的に論じている。104
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マ共は，PKIやスカルノの「マレーシア対決」からは一歩距離を置いていたために，インドネシア国
内で「対決」の火が燃え盛った時期にも，その火中に全面的に身を投ずることなく，密かな地下活動を
続けたのであろう。
2　公式文書
（1）マ共のPKI宛書簡
マ共中央委員会は1954年のPKI第5回全国代表大会に宛てた同年6月22日付けの祝賀書簡（漢字
では約400字）の中で，「インドネシア人民，マラヤ人民は緊密な隣人であり，インドネシア人民が民族
独立，民主，自由を勝ち取る闘争で成果を収めるごとに，今まさに民族独立のためにイギリス植民地主
義者と苦しいしかし光栄ある戦いを繰り広げているマラヤ各族人民は，大きな励ましを受けている」105
と述べている。
ムサ・アフマド委員長と陳平書記長が連名で1959年のPKI第6回大会に宛てた同年8月付け祝賀
書簡（漢字では約3，300字）の要旨は，次の通りである。
アイジット同志を頭とするPKI中央委員会によるマルクス・レーニン主義の創造的運用とPKI
党員のたゆまぬ努力とによって，インドネシア人民の反帝民族統一戦線は日増しに拡大・増強し，
米蘭英帝国主義者とその追随者の度重なる陰謀と武装反乱を粉砕した。帝国主義者とその走狗は，
この統一戦線を分裂させPKIを孤立させようと妄想している。PKIとインドネシア人民は，高度の
警戒心を持って，こうした帝国主義者・反動派の陰謀を阻止し完全な民族独立を勝ち取るべく闘争
している。この大会はインドネシア人民の反帝民族統一戦線を強化・拡大し国内の頑固派を一層孤
立化させるために貢献するだろう。
57年8月のマラヤ連邦独立は真の独立ではない。政府はマ共を外国の手先と誹誘しているが，マ
共こそが真の愛国主義者である。59年6月3日のシンガポール自治獲得はシンガポール人民の勝
利であり，5月30日の初の立法議会選挙（人民行動党が圧勝しリー・クアンユウ内閣が発足するこ
とになる…引用者）はシンガポール人民の反帝の強い決意を示したものである。マ共は，連盟党（当
時の連立与党…引用者）内愛国者を含む総ての愛国勢力を結集した愛国民族統一戦線の結成を呼び
かける。
マラヤ政府は，マラヤ人民，インドネシア人民の伝統的友誼を損ない，マラヤを帝国主義者によ
るインドネシア転覆活動の基地にしてしまっている。106
59年の書信が54年の書信に比べて格段に長く詳細になり親密さの深化を示しているのは，この頃マ
共が「愛国統一戦線」構想でラーマン政府に話し合いを求めていたことと関係があろう。PKIの統一戦
線路線による政権参加に重ね合わせて，学ぶところが多いと見ていたと思われるのである。また，リー
への肯定的評価がこの時点で改めて確認されていることも，興味深い。
（2）アイジットPKI議長のマ共宛文書
マ共からPKIに宛てた書簡は上記以外に入手できないので，ここではアイジットPKI議長のマ共，
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マラヤ民族解放同盟に宛てた文書を検討する。
マラヤ民族解放軍第10支隊の最高指導者アブドゥラーは回想記の中で，10支では毛沢東著作のマ
レー語訳と並んでアイジットの『農民層が農村の悪魔を消滅させる』（励〟椚乃乃五地面α乃C祝娩α乃
劫αお花加Sα・1964年）を学習した。農民闘争の目的を観察し画定するのに大変役立った107，と述べて
いる。アイジ？トは，1960年代前半，マ共マレー人党員の中でとりわけ大きな威信をもっていたと思わ
れる。
アイジットが1965年4月30日のマ共結党35周年にあたってマ共中央に送った祝電の要旨は，次の
通りである。
マ共は，マラヤ人民が英帝国主義とその忠実な走狗ラーマンの支配から脱し民族独立を勝ち取る
ために，英雄的な戦いを続けている0マラヤ人民とマ共の武装闘争は，世界各国人民の闘争の不可
分の一部である。あなたがたの闘争は，インドネシア人民の“マレーシア粉砕闘争に具体的な貢献
ユを行いト東南アジア新興勢力の墜塁の二つとなっている0あなた方の堅持する武装闘争は，ノ現代修
正主義者の撒き散らす平和共存の幻想がでたらめであることを暴露している。108（強調は引用者）
同議長は，65年6月，マラヤの武装闘争開始17周年にあたってマラヤ民族解放同盟中央委員会に
送った祝電でも，要旨次のように呼びかけている。
マラヤ人民の過去，現在の闘争は，インドネシア人民の，新植民地主義の産物‘‘マレーシデを粉
砕する闘争に，直接貢献している。遠からずマラヤ人民の闘争は勝利を収めて自由，完全独立，和
平のマラヤが出現し，“マレーシア”は破産するだろう○我々は団結を強め，共同の敵である世界の
悪魔・米帝国主義を頭とする新旧植民地主義に反対しよう。109（強調は引用者）
マレーシア粉砕はインドネシア側の闘争であって，マ共の闘争はそれに「貢献」するものに過ぎない，
とも読めるOマ共がマレーシア粉砕でスカルノやPKIと共同歩調を取らないことを，PKIは容認してい
たのかも知れない。
むすぴ
PKI指導者のアリミン，スタン・ジュナイン，モクタルディン・ラソらが戦前から戦後初期にかけて
マ共，青年マレー連盟，マレー国民党の指導に携わり，マレー人への影響力拡大に大きな役割を果たし
た0　しかし彼らはいずれも，インドネシア帰国後PKI党内では必ずしも主流を歩んだわけではなかっ
た0一方でマ共指導者の近年の回想は彼らを高く評価しており，そこから，マ共とPKIとのある種の距
離が伺える。
マ共，マレー国民党両党内で重要な役割を果たしていたその他のPKI党員数人も，インドネシアの独
立戦争に参加するため帰国した。彼らはその後もインドネシアにあってマラヤの動向に関心を持ち続け
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たらしく，中には解放同盟代表部などマ共関係者の活動を支援した者もいる。マラヤに残り武装闘争に
加わって戦死したPKI党員もいた。マ共中央が組織した義勇軍も，インドネシアに派遣され独立戦争
（マ共文献の中では「革命戦争」と呼ばれることが多い）に参加した。
1948年6月にマラヤで非常事態が宣言されてからは，PKI党員の潜入はなくなった。植民地当局の
弾圧により各地（とりわけシンガポールなど南マラヤ）の地下活動が困難になった50年代初頭からは，
少なくとも60余人が密かにインドネシアに渡り，ほとんどPKIとは接触せずに地下活動を行った。60
年代前半にインドネシア政府とPKIがマレーシアとの「対決」政策を打ち出すと，マ共とPKIとの関係
が深まり，PKIの斡旋でインドネシア政府は65年6月，マラヤ民族解放同盟インドネシア代表部の設
置を認めた。以後，9月30日事件の余硬で代表部が閉鎖されるまでが，インドネシアでのマ共の唯一の
合法活動期間だった。代表部は，終戦直後にインドネシアに逃れその後もさまざまな形でマラヤの政治
に関わっていたイプラヒム・ヤーコブ元KMM委員長との協力も行った。しかし9・30事件後の新政権
による同盟代表部閉鎖はイプラヒム・ヤーコブの密告によるものとされる。マレーシアではマレー民族
主義運動の一方の雄とされるイプラヒム・ヤーコブについては，さらに新たな光を当てる必要がありそ
うである。残された地下活動家も，70年代末までにインドネシアを去って南タイの根拠地や中国に向
い，インドネシアでのマ共の活動は終った。
マ共，PKI両党の問には，従来考えられていた以上に幅広い多様な繋がりがあったことが分った。し
かし，PKIが社会主義圏以外の最大の共産党としてまたインドネシア政府の与党の一翼を担う政党とし
て強大な勢力を誇っていた時期にも，代表部員以外のマ共関係者がPKIとはほとんど関係を持たずに
地下活動を行っていたこと，マ共がPKIの「マレーシア」対決政策とは一歩距離を置いていたらしいこ
とは，先述のPKI指導陣への評価の違いと併せて考えると，両党が必ずしも相互に全幅の信頼を寄せる
関係にはなかったことを示唆しているように思える。
本稿は，南山大学2006年度パッへI－A－2奨励金による研究の所産である。記して謝したい。
注
1最もすぐれた包括的な研究は，Cheah Boon Kheng，1992，Frommto the Comintern，1924－1941：771e
ApprenticeshipqftheMalayanCommunistlhr秒，Ithaca，CornellUniversity。である。
2　マレー語でPartiKebangsaanMelayuMalaya．PKMM．英語でMalayNationalistParty．MNP．当時の華語
名は「馬来国民党」だったが，近年のマ共文書の多くは何の説明もなく「馬来民族覚」に変えている。ただし，
最新の回想記である阿成（阿海），2007は，「馬釆国民党（馬釆民族党）」と併記している（p．52）。ここでは当
時の表記に従って「マレー国民党」とする。
3　AbdullahC．D．，1998，①，p．59．
4　AbdullahC．D．，1998，②，P．5．／SurianiAbdullah，2006，p．89．スリアニはこの箇所で，ジュナインから受け
たマレー語教育などに深い感謝を表している。
ジュナインのインドネシア送還は1948年だから，夫婦として養子になったわけではない。なおスリア二
は，生後間もなく地元Sitiawangの有力者LingChiKang（林持鋼．林良実LingLeongSikマレーシア華人
公会MCA前委員長の祖父・・・原注）の養子になった，とも述べている（SurianiAbdullah，2006，p．2）。このよ
うな養子縁組は象徴的なもので，実際に新たな家族を構成するわけではなかった。
5　AbdullahC．D．，2005，p．170．
6　Mustapha，1999，pp．187～192．／Mustapha，2005，Pp．130～134．
7　Mustapha，1999，p．197．
8　Mustapha，2005，pp．130～134
－40－
マラヤ共産党とインドネシア共産党：両党協力の具体像
9　CheahBoonKheng，1992，pp．20，140．／アブドゥラーは，「ジュナインはE］本占領期以来のマ共幹部」と述べ
ている。AbdullahC．D．，2005，p．169．
10　Mustapha，1999，p．384．
11同上書，p．202．／Mustapha，2005，pp．220，325～327，350～352，371，391．
12　MohamedSallehLamry，2006，pp．49，50．
13　AbdullahC．D．，1998，②，p．34．
14　単汝浜，1999，pp．163，195．
15　Mustapha，1999，p．192．／Mustapha，2005，p．134．
16　BachtiarDjamily，1985，pP．201～204．
17　タン・マラカ著，押川典昭訳，1979，pp．233～240，325．
18　ArnoldC．Brackman，1963，pP．11，148，151，152，228，229，293．
19　C．C．Chin，K．Hack，eds．，2004，pp．71，72．
20　AbdullahC．D．，2005，pp．161～164．
21『国内革命戦争時期的闘争』p．38．
22　MohamedSal1ehLamry，2006，pp．61，62．
23　AbdullahC．D．，2005，p．18．／AbdullahC．D．，1998，②，p．26．
24　AhmadBoestamam，1979，pp．11～25．
25　MohamedSallehLamry，2006，PP．85，86．
26　方山　編，2005，②，p．281．
27　AbdullahC．D．，1998，②，p．36．
28　AbdullahC．D．，2005，pp．80，95，96．
29　AbdullahC．D．，2005，pp．172，191．
30　AhmadBoestamam，1979，p．72．
31AbdullahC．D．，2005，P．118．
32　AbdullahC．D．，1998，②，pp．36，37．／AbdullahC．D．，2005，P．96．
33　AbdullahC．Dり1998，②，pp．48，49．／AbdullahC．D．，2005，P．191によれば，スパルトはこれ以前にマラヤに
来て，この時ジョホールに住んでいたという。
34　張佐，2005，p．243．
35　ShamsiahFakeh，2004，p．54．
36　AbdullahC．D．，2005，p．162．
37　AbdullahC．D．，1998，②，p．70．
38　SurianiAbdullah，1999，p．41．
39　AbdullahC．D．，2007，pp．260－264．
40　SurianiAbdullah，2006，pp．163，164．
41AbdullahC．D．，1998，②，p．53．
42　AbdullahC．D．，1998，②，pp．61，62．／AbdullahC．Dり2005，pp．147～149，163．
43　ShamsiahFakeh，2004，pP．104，105．シャムシアはここで，カシム（UstazKassim）を含む何人かの元マレー
国民党員とも接触した，と述べている。
44　SurianiAbdullah，1999，P．25．／AbdullahC．D．，1998，①，p．37．アブドゥラーは10支隊員だったともしてい
るが，10支が結成されたのは49年5月だから，記憶違いと患われる。
／林雁，2001，pp．106．110，111ノ万家安　編，2002，p．10．
45　AbdulladC．D．，2007，pp．28r31，100，101，122，178．
46　同上書，pp．114，178．
47　Stockwell，A．J．，1979，pp．134，135．
48IbrahimChik，2004，p．97．
49IshakbinHajiMuhammad，1996，p．210．もっとも，送還された後多くがまたマラヤに戻った，とも述べてい
る。
50　MustaphaHussain，1999，p．455．／MustaphaHussain，2005，p．338．
51AbdullahC．D．，2005，p．131．
52　AbdullahC．D．，2007，pp．19，102，103．
53　これについては，Mustapha，1999，pp．226～215に詳しい。
54　Abdu11ahC．D．，2005，pp．56，84，93，117，156，216．／Boestamam，1979，pp．72，75．
55　Abdullah C．D．，2005，pp．48，84，93，126，156，163．／Boestamam，1979，PP．7，9，25．インドネシア在住は
－41－
原　　不二夫
1946～48年のみで，その後マラヤに戻り，1954年には統一マレー国民組織（UMNO）に入党，59年には同党
選出の下院議員になったという。
56　AbdullahC．D．，2005，pp．126，156．
57　AbdullahC．D．，2005，pp．156，157．
58　AbdullahC．D．，2005，p．152．
59『国内革命戦争時期的闘争』p．38．
60　RashidMaidin，2005，P．26．
61AbdullahC．D．，2005，p．158．
62　AbdullahC・D・，2005，pp・157，158・／ChinPeng，2003，p．141は，1945年10月，シンガポールの港湾労働者
7000人がストライキを行ってオランダ軍への武器を載せた船の荷役を拒否した，と述べている。
63　AbdullahC・D・，2005，pp・158，159。飛行機が約束の時間に到着しなかったため何も出来ず帰った。飛行機は
翌日到着した，と記しているから，武器は送れなかったのかも知れない。
641904年スラバヤ生れ01936年PKI入党（秘密党員）047年インドネシア社会党書記長。48年社会党，PKI，
労働党統合に伴いPKI副書記長048年9月～53年PKI書記長053年に「改良主義」と批判され，書記長の
みならず中央委員からも解任。67年に逮捕され69年獄死。周南京　主編，1993，p．454ノ李学民黄昆章，
1987，p．369．など。
65　SurianiAbdullah，2006，pp．91～93．
66　ChinPeng，2003，pp．278，279．
67　C．C．Chin，K．Hack，2004，pp．188，201．
68　ChinPeng，2003，p．398．
69　C・C・Chin，K・Hack，2004，p．213．／ChinPeng，2003，pp．405，406．
70　見証叢書編委全　編，2003，pp．163，164．
71SurianiAbdullah，1999，pp．266，267．
72　陳剣　主編，2006，pp．32，291．
73　陳剣の余柱業略伝によれば，この学生は学生運動の積極分子だった小張（張泰泉）で，彼は以後もインドネシ
アでマ共の活動に携わった。陳剣　主編，2006，pp．32，33，43．
74　余柱業，1992，pp．126～146，159．
75　方壮璧，2006参照。
76　方壮璧，2000，①，p・114・1995年8月の記録として，「19年前に広州に来たことがある」と述べている。
77　方壮璧，2000，②，p．14．
78　陳剣　主編，2006，pp．32～48（略伝），286～295（年譜）。
79　余柱業，1992，pp・148～150．／陳剣　主編，2006，pp．198，199．
80　黄信芳，2007，pp．63－74，93．
81余柱業，1992，pp．144～148．
82　方壮璧，2000，②，p．170．
83　ShamsiahFakeh，2004，Pp．93，97～110．
84　両者は，解放同盟代表部の正式設立前に，この会議に出席したことになる。
『人民日報』1965年5月16日は，インドネシアのアンタラ通信の報道として，ガーナで開かれた第4回ア
ジア・アフリカ人民連帯会議で・5月2日にマラヤ民族解放同盟が新植民地主義の産物“マレーシア”を非難
する声明を提出した，と報じた。提出したのが誰かは記されていない。
851965年6月6日の中国の『人民日報』は，「『マラヤ民族解放連盟（ママ）』の指導者イプラヒム．モハマドが
6月2日に記者会見星間いてインドネ と三一に代表部を開設⊥たこと旦公麦し，－『連盟』一中央委員会が－3－月15－日
に発表した“マレーシア”打倒の宣言を配布した」，と報じている。
86『人民日報』1965年6月23日は，6月21（ママ）日にジャカルタでマラヤ民族解放同盟代表部主催の「マラ
ヤの民族解放戦争開始17周年記念群集大会」が開かれて1000人余りが参加，インドネシア政府統合計画相
（銃等部長），PKIのアイジット議長，ロクマン第1副議長，スディスマン（Sudisman）書記長らが出席した。
大会は“マレーシア”反対，マラヤ人民の正義の闘争支持を決議した，と報じている。
87　これが上述の余柱業のいう「協働機構」と同じかどうかは，不明である。
88　陳剣　主編，2006，p．203．
89　ShamsiahFakeh，2004，pp．111，112．
90　余柱業，1992，pp・151～153．／陳剣　主編，2006，pP．201～203．
91MustaphaHussain，1999，pp・455～457．／MustaphaHussain，2005，pp．338～340．
92】〕achtiarDjamily，1985，pp．184，185，236．
－42－
マラヤ共産党とインドネシア共産党：両党協力の具体像
93　BachtiarDjamily，1985，PP．236，237．
94　BachtiarDjamily，1985，P．204．
95　BachtiarDjamily，1985，P．18．
96　陳剣　主編，2006，p．192．
97　陳剣　主編，2006，pp．293，294．
98　黄信芳，2007，pp．4，93－121．
99　2003年9月3日，第9公主村（第1和平村）での方明武氏からの聴き取り。
100　2003年9月3日，第9公主村（第1和平村）での魂庚春氏からの聴き取り。
1012005年9月8日ペナン，2006年10月6日クアラルンプールでの，方山氏からの聴き取り。黄信芳も，合法
活動期に「マ共抗日反英写真展」を行った，と述べている。黄信芳2007，p．95。
1021964年をとれば，1月3，4，24，26日，3月10，12，19日，4月14，30日，5月8，11，22，23，28日，
6月2，4日，7月13，22日，8月18日，9月20日，11月16，18，19，23日，12月6，7，9，10日。
103　C．C．Chin，K．Hack，2004，P．275．
104　ChinPeng，2003，p．437，438，461～463．
105　世界知識出版社　編，1960，pp．52，53．
106　世界知識出版社　編，1960，pp．68～72．
107　AbdullahC．D．，2005，p．237．
108『人民日報』1965年5月1日。
109『人民日報』1965年6月22日。
－43－
原　　不二夫
参考文献目録
1．中国語文献（日本語読み，50音順）
阿成（阿海とも0本名・軍汝洪），2006，『従‘‘八拡”到抗英戦争－馬共中央政治局委員阿成回憶録之
三』KualaLumpur，21世紀出版社。
阿成，2007，『我肩負的使命－マ共中央政治局委員阿成回憶録之四』KualaLumpur，21世紀出版社。
AbuSamahMohd・Kassim（阿布・沙璃），2005，『歴史与独立闘争』KualaLumpur，21世紀出版社。
阿和（陳凱陳魯，杜嘉林とも0本名・陳立発），2006，『山高太陽紅－馬共中委・人民軍第一軍区司
令阿和遺著』，KualaLumpur，21世紀出版社。
王徳海，2005，『風雨東南亜』香港，遠帆世紀出版社。
郎依虹　編，2004，『生命如河流』PetalingJaya，StrategicInformationResearchDevelopment
（SIRD）
見証叢書編委会　編，2003，『浸漫林海路』香港，見証出版社。
見証叢書編委会　編，2005，『激情歳月』香港，見証出版社。
黄信芳，2007，『歴史的補白：一個逃亡的新加披立法議員・黄信芳回憶録』KualaLumpur，朝花企業出
版。
葉求真，2000，『四十年森林沸撃戦争生活回憶録』南タイ，泰南勿洞第一友誼村。
珊西姫・法姫（ShamsiahFakeh）著，林雁訳，2007，『珊西姫・法姫回憶録：従婦女覚醒会到第十支隊』
PetalingJaya，策略資訊研究中心。
周南京　主編，1993，『世界華僑華人詞典』北京，北京大学出版社。
粛忠仁，2001，『粛玉燦伝』香港，南島出版社。
新馬僑友全　編，1992，①，『馬釆亜人民抗日軍』，香港，見証出版有限公司。
新馬億友全　編，1992，②，『馬釆亜人民抗日斗争史料選輯』，香港，見証出版有限公司。
晴朗　撰，1987，『偽装必須剥去！－徹底掲露陳平一秋的反革命罪行』（マカオ？），出版社不詳。
世界知識出版社　編，1960，『沿着完全的民族独立的道路前進』北京，世界知識出版社。
全仲仁（阿達とも。本名・陳開章），1998，『馬共内部風景』南タイ，考南康地道委員会，1998
畢汝洪（阿海，阿成とも），1999，『森美蘭抗日源撃戦争回憶録』香港，南島出版社。
畢汝洪，2003，『回憶往事』香港，南島出版社。
中共広東省委覚史研究委員会・中共広東省委覚史資料徴集委員会　編，1986，『回億万方』，香港，三聯
書店香港分店。
中共広東省委党史資料征集委員会，中共広東省委覚史研究委員会　弁公室　編，1985年10月，『広東党
史資料』第4韓。
張佐，2005，『我的半世紀－張佐回憶録』KualaLumpur，張元出版。
陳炎，1951，『戦闘中的馬釆亜』上海，東方書社。
－44－
マラヤ共産党とインドネシア共産党：両党協力の具体像
陳凱（阿和，陳魯・杜嘉林とも0本名・陳立発），1998，『為独立而戦』香港，南島出版社。
陳凱1999，『回憶板書披人民抗日戦争』香港，南島出版社。
陳剣　主編，2006，『浪尖逐夢一一一‥余柱業口述歴史楷案』PetalingJaya，StrategicInformationRe－
SearChDevelopment（SIRD）．
鄭昭賢，2007，『陳田夫人－李明口述歴史』PetalingJaya，SIRD．
南島叢書編輯委員会　編，2000，『馬釆亜風雲70年（1930－2000）』香港，南島出版社。
方山　編著，2002，『見証和解与回馬二紀念回馬十周年』KualaLumpur，方山。
方山　編，2004，『歴史的告白』KualaLumpur，21世紀出版社。
方山　編，2005，①，『馬泰辺区風雲禄・第1集‥根拠地重整旗鼓－新時期・新方針』KualaLumpur，
21世紀出版社。
方山　編，2005，②，『馬泰辺区風雲禄・第2集‥万水干山密林情－南下・北上・粛反・分裂・土地。
民族』KualaLumpur，21世紀出版社。
方山一編「2886r」F馬泰辺区風雲禄1－第3集二光栄報巨的任務－装雷・蔵程・通訳一医務・広播・咄
版』KualaLumpur，21世紀出版社。
方壮璧，2000，①，『新加披嘔日新加披……一個独立闘士的呼声』Selangor，Syarikat Kebudayaan
GunungTahan．
方壮璧，2000，②，『馬泰辺区風雲－森林遊撃生活片断』Selangor，SyarikatKebudayaanGunung
Tahan．
方壮璧，2006，『‘‘馬共全権代表”方壮璧回憶録』PetalingJaya，策略資訊研究中心。
「馬釆亜革命の声81・6・23～29放送」，1981t8・15・『馬釆亜共産党的50年』（出版地不詳），火炬出版社。
馬来亜共産党，刊行年次不詳，『馬釆亜馬克恩主義学校学習材料‥我椚覚在戦後和平時期的闘争』。
馬来亜共産党，刊行年次不詳，『馬釆亜馬克恩主義学校学習材料‥我椚覚在抗英民族解放戦争時期的闘
争』。
馬釆亜共産見1985・4頃？『馬釆亜馬克恩主義学校学習材料‥我椚覚在国内革命戦争時期的闘争』。
万家安，2002，『英烈千秋』Kajang，加影牛骨頭山殉難烈士家属委員会。
余柱業，1992，『余柱業先生訪談』Singapore，新加披口述歴史中心。
莱特，1946，『為民族団結・民主・自由・民生改善而闘争』Singapore，馬釆亜出版社。
李学監 1987，『印尼華僑史』広州，広東高等教育出版社。
劉一帆，1979・12・15，「討陳平徴‥前馬共駐吉隆披公会弁事処代表劉一帆文告」『号角季刊』総第46期，
1981年代3期，出版社不詳。
劉竪鐙主編，2004，『青山不老－馬共歴程』PetalingJaya，星洲日報。
林雁（本名・王俊勇），2001，『永恒的虹影』Kajang，加影牛骨頭山殉難烈士家属委員会。
2．マレー語文献
AbdaS・，Wahba，1981，肋saAhmad：Kembalike劫ngkuan，SubangJaya，Tra－TraPublishing．
－45－
原　　不二夫
AbdulMajidSalleh，2004，MemoirAbdulM4iidSalleh：DalamPm財danKesatuanBuruh，Bangi，
PenerbitUniversitiKebangsaanMalaysia（UKM）．
Abdullah C D，1998，①，DarumtdanKemerdekaan；Mbn4）eringati507bhunDaruYutdi7bnah
Mdayu，HongKong，NanDaoPublisher．
AbdullahC．D．，1998，②，1bmngAnti－Britishdanhrdamaian，HongKong，NanDaoPublisher．
Abdullah C．D．，2005，MbmoirAbdullah CD．；ZamanIbl苫甘rtlkan Sehingga1948，PetalingJaya．
StrategicInformationResearchDevelopment（SIRD）．
AbdullahC．D．，2007，肋moirAbdullahCD．βahagianKeduq）；月ZnqiadanmmimpinRdimenBk－
10，PetalingJaya．StrategicInformationResearchDevelopment（SIRD）．
Abu Samah Mohd．Kassim，1996，Sejarah dan飽7juanganKemerdekaan，Hong Kong，Nan Dao
Publisher．
BachtiarDjamily，1985，Ibrtlhim Ybacob：hlhlawanNusantartl，KualaLumpur，PustakaBudiman．
IbrahimChik，2004，Memoirlb名αhimChik；’Dafi．AHkeR勿imenKe－10，Bangi，PenefbitUKM．－
IshakbinHajiMuhammad，1996，MbmoirhlkSako：hLtemGunung7bhan，Bangi，PenerbitUKM．
Mohamed Salleh Lamry，2006，Gerakan KiyiMelayu dalamIbriuangan Kemeuekaan，Bangi，
Penerbit UKM．
MustaphaHessain，1999，MemoirMustqphaHussain：KebangkitanNasionalismeMelayusebelum
UMNO，KualaLumpur，DewanBahasadanPustaka．
RashidMaidin，2005，MemoirRashidMbidin；DariPadaIbriuanganBerse毎atakゆadalbrdamaian，
PetalingJaya．SIRD．
ShamsiahFakeh，MemoirShamsiahPbkeh：DariATmSkeRqfimenKe－10，Bangi，PenerbitUKM．
StrategicInformationResearchDevelopment，2005，1slamMelayuKomunis－Tmwancamdengan：
AbdullahCD．，Rashid肋idin，AbuSamah，PetalingJaya，SIRD．
SurianiAbdullah，1999，RdimenKe－10danKemerdekaan，HongKong，NanDaoPublisher．
SurianiAbdullah，2006，SetengahAbaddalamlbrjuangan：MemoirSurianiAbdullah，PetalingJaya，
SIRD．
3．英語文献
AhmadBoestamam，1979，CarvingthehlthtotheSummit，Ohio，OhioUniversityPress．
ArnoldC．Brackman，1963，1ndonesianCommunism：AHisto737，NewYork，FrederickA．Praeger．
C．C．Chin，KarlHack，eds．，2004，DialogueswithChinhng，Singapore，SingaporeUniversityPress．
CheahBoonKheng，1979，771eMbskedComrtldes，Singapore，TimesBooksInternational．
Cheah Boon Kheng，1992，伽mPKIto the Commintem，1924－1941：771eAppγ¢nticesh砂qfthe
肋IayanCommunisthr砂，Ithaca，CornellUniversity．
Chin，Aloysius，1995，77uZCommunisthr砂qfMalaya：771elnsideStory，KualaLumpur，Vinpress．
－46－
マラヤ共産党とインドネシア共産党：両党協力の具体像
ChinPeng，2003AliasChinlbng；A417SideqfHiston，Singapore，MediaMasters．
KittiRatanachaya，1996，771eCommunistlhr砂qfMalaya，Mblaysiaand771ailand：7hcetalks
endingtheaYmedstγuggleqftheCommunist劫rb，qf肋Iaya，Bangkok，DuangkaewPublishing
House．
MustaphaHessain，2005，肋IayNationalismbdbnELm：771eMbmoirsqfMuStqphaHessain，
KualaLumpur，UtusanPublications＆Distributors．
Stockwell，A・J・・1979，British劫IiqandMalayIbliticsduringtheMblayanUnion且ゆerimentl942
」948・KualaLumpur，MalayanBranchofRoyalAsiaticSociety．
Yong，C・F・，1997，77wOrなinsqfMdayanCommunism，Singapore，SouthSeasSociety．
4．日本語文献
アジア経済研究所，1969，『アジアの動向　マレーシア・シンガポール1968』。
竹下秀邦，1－99銭「マラヤ共産党の終焉」『アジアトレンド』No・49，19901I，アジア経済研究所。
タン・マラカ著，押川典昭訳，1979，『牢獄から牢獄へ‥　タン・マラカ自伝I』鹿砦社。（原典Dari
PendjarakePendjaraは発行年月不詳という）。
タン．マラカ著，押川典昭訳，1981，『牢獄から牢獄へ‥タン・マラカ自伝Ⅱ』鹿砦社。
原不二夫，1999，「マラヤ共産党と中国」『社会科学討究』第130号，1993．3，早稲田大学。
原不二夫，2002，「マラヤ連合の頓挫とマラヤ連邦」後藤乾一　編『東南アジア史8‥国民国家形成の時
代』岩波書店　所収。
原不二夫，2001，「抗日戦争期のマラヤ共産党幹部」，明石陽至　編『日本占領下の英領マラヤ．シンガ
ポール』岩波書店　所収。
原不二夫，2003，『マラヤ華僑と中国：帰属意識転換過程の研究』龍渓書舎。
－47－
